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対策のポイント
牛海綿状脳症及び鳥インフルエンザ等の主要な人獣共通感染症の発生及

びまん延防止のため、これら疾病の発生メカニズムを解明します。

（プリオン蛋白質とは）

の一種です。異常化したプリオン蛋白哺乳動物の神経細胞に存在する蛋白質

質は牛海綿状脳症などの原因となると考えられています。

政策目標

検査体制の迅速化・精度向上と防除等を実現

＜内容＞

ＢＳＥ等動物プリオン病の制圧のための技術開発１．

ＢＳＥ発生メカニズムの解明のため、プリオン蛋白質の 、プリオン性状解明

病の とＢＳＥ の開発を行うとともに、環境中の異常プリオン蛋病態解明 診断技術

白質の の開発を行います。動態解析・不活化技術

人獣共通感染症の制圧のための技術開発２．

主要な人獣共通感染症について、国内発生時における国民の不安解消と畜産

病原体の変異・増殖機構 発業への影響軽減のため、 の解明及び家畜の感染症の

病・伝播防止技術 感染・の開発を行います。また、媒介動物－家畜での病原体の

の解明及びサーベイランス（鳥インフルエンザ等の発生状増殖・排出メカニズム

況を監視・調査する仕組みのこと）のための の開発を行いま簡易・迅速診断技術

す。

＜実施主体等＞
実施主体 独立行政法人、都道府県、大学、民間等

実施期間 平成１５年度～平成２１年度
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